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Abstract
This paper presents a descriptive analysis of Japanese teen slang mazi-manzi “マジ卍” or 
manzi “卍” in comparison with yabai “やばい .”  One of their significant characteristics is that 
they can describe either positive or negative situations:  Tesuto goukaku, mazi-manzi! “I passed 
the exam, woo-hoo!” （positive） or Ame-ni nure-ta, mazi-manzi. “I got wet in the rain, shoot.” 
（negative）, and Kono wan-piisu yabai-yo-ne! “This dress is super cute!” （positive） or Kaoiro 
yabai-yo. “You look so pale.” （negative）.
While yabai has often been discussed in terms of syntax, phonology, semantics, and 
pragmatics in previous studies （Takeuchi（2007）, Horasawa and Iwata （2009）, Sano （2012）, 
Konno （2015） etc.）, mazi-manzi has not because of its specificity and temporality.
The interpretational similarity given above might lead us to consider that they share the 
same or similar linguistic features.  A closer look at these two, however, reveals that they are to 
be distinguished.  In particular, I would like to claim that （i） while yabai shows adjective-like 
behavior, mazi-manzi displays adjectival noun-like behavior, （ii） while yabai has adverbial use, 
mazi-manzi does not, and （iii） mazi-manzi imposes more burden of inference in the discourse 
than yabai.
1．はじめに
　本論は、女子高生や女子大生を中心に広がる、
話者の感情を表出する「マジ卍（まじまんじ）」
または「卍（まんじ）」の言語的特性について、「や
ばい」との比較のもとに論じる。特に両表現の
品詞、用法、談話的特徴に焦点を当てながら記
述的に考察していく。なお、「マジ卍」の起源
に関する通時的研究は、本論の趣旨から逸れる
ため別の機会に譲るとする。
　現代日本語の口語表現における「マジ卍」は、
主として話者の気分に何らかの変化が生じた際
にその感情を伝達する表現であり、特定の辞書
的意味は持たないとされている１, ２。
（１） a. （不良っぽくて強そうな人をみた時）
あいつマジ卍じゃね？
 b. （写真撮影の際の掛け声として）マ
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ジ卍～！
 c. （大学受験や資格試験に合格したと
き）テスト合格！マジ卍！
（https://snsdays.com/other/majimanji-use-
yomikata/、下線部は筆者による追記）
（1a）によって表されるように、「マジ卍」には
「不良っぽさがむしろかっこいい」という解釈
が存在する。また、（1b）のように写真撮影の
掛け声としての用法も存在する。さらに（1c）
では、試験に合格した喜びを表出する手段とし
て「マジ卍」が使用されている。本論では、（1c）
のような感情表出表現として用いられる「マジ
卍」に焦点を当てて考察する。
　当該表現のもっとも顕著な特徴は、肯定的感
情のみならず否定的感情まで表すことができる
点である。
（２） a. ステーキ美味しすぎ！マジ卍！ 
（肯定的）
 b. iPhone 壊 れ た。 マ ジ 卍。 
（否定的）
（https://snsdays.com/other/majimanji-use-
yomikata/）
（2a）の例では、口にした物の美味しさに感銘
を受けた際、その肯定的感情を表出するために
「マジ卍」が感動詞的に用いられている３。一
方（2b）では、使用している iPhone が壊れた
というネガティヴな状況において、やるせない
感情、あるいは苛立ちの感情を表出するために
「マジ卍」が使用されている。このように、同
一表現が対照的な感情を表すことができる点こ
そが、「マジ卍」の最大の言語的特徴といえよう。
　このような解釈に関する特異性から、近年の
口語表現として主に若者の間で広く用いられて
いる、（３）に挙げるような「やばい」との類
似性が示唆される。
（３） a. （買い物をしている時、「すごくかわ
いい」の意味で）このワンピースや
ばいよね。（肯定的）
 （洞澤・岩田（2009:46））
 b. ちょっと顔色ヤバイよ。大丈夫？ 
（否定的）
 （洞澤・岩田（2009:43））
「やばい」に関しては、武内（2007）、佐野（2012）、
今野（2015）などを中心に、統語、音韻、意味、
談話等といった様々な言語学的観点から分析が
行われている。そこで本論は、これらの先行研
究で明らかになった「やばい」の言語的特徴と
比較しながら「マジ卍」の文法的特性を探って
いく。そして、両表現は感情表出表現という点
では類似しているものの、それは一側面にすぎ
ず、様々な文法的差異が存在することを提示す
る。本論では、とりわけ以下の三点を主張する４。
（４） a. 「やばい」は形容詞的にふるまうの
に対し、「マジ卍」は形容動詞的に
ふるまう。
 b. 「やばい」に存在する副詞的用法が
「マジ卍」には存在しない。
 c. 「マジ卍」は「やばい」よりも聞き
手への推論の負担が大きい。
2．形容動詞的「マジ卍」と形容詞的「やばい」
　本節では、「マジ卍」の品詞に関する考察を
行う。『広辞苑７』（2018:2788）によれば、「卍」
は元来「仏教」の象徴であり、現在では「寺院」
を意味する地図記号として用いられている。つ
まり、本来「卍」は記号として機能し、言語と
しての役割を有していなかったため、当然なが
ら品詞が付与されることもなかった。したがっ
て、「マジ卍」の品詞を論考する際は、語源的
観点から議論する余地があるが、本論は共時的
研究に焦点を絞ることにする。５
　あらためて、「マジ卍」が用いられている例
をみてみよう。
（５） a. （好きなアーティストのライブチ
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ケットが当選したとき）ライブのチ
ケット当たった！マジ卍！
 b. （美味しいスイーツを食べたとき）
このスイーツめっちゃ美味しい！マ
ジ卍！
（５）のように、言語表現として用いられてい
る例を観察する限り、「マジ卍」に関して少な
くとも以下の２点が直感的にいえる。
（６） a. 「マジ卍」は、出来事や対象に対す
る話者の個人的見解を伝達する。
 b. 「マジ卍」は、瞬間的な感情の発露
として用いられる。
（６）の予測が真であるならば、「楽しい」や「嬉
しい」といった感情形容詞、もしくは瞬間的な
感情を表出する感動詞と同様のふるまいをする
と予測される。しかし、活用が可能な形容詞と
は対照的に、「マジ卍」はそれ自体が語幹になっ
ていて活用しない。このことは、「マジ卍」が
連用形活用語尾「か」＋促音「っ」＋過去を表
す助動詞「た」という、形容詞特有の形式をと
ることができないことからも明らかである。６
（７） a.* （友達と久しぶりに再会して遊んだ
時の感想として）マジ卍かった。
 b.??（友達と久しぶりに再会して遊ん
だ時の感想として）マジ卍った。
（7a）の例からも明らかなように、「卍」は形容
詞のような活用をすることはできない。そして
（7b）の例はそもそも活用語尾がなく、規範文
法から逸脱した例であるが、やはり容認度は著
しく低い。一方、「やばい」は上記のような活
用が可能である。
（８） A: あの映画やばかったねー！！
 B:  ねー。めっちゃ感動したよね。
 （洞澤・岩田（2009:46））
（８）の会話における話者 A の発話のように、
「やばい」は語幹「やば」＋連用形活用語尾「か」
＋促音「っ」＋過去を表す助動詞「た」という
形式をとることが可能である。このように、「や
ばい」は形容詞的なふるまいをみせる。
　一方、「マジ卍」には形容動詞の終止形活用
語尾「だ」や、連体形活用語尾「な」を付加す
ることができる。
（９） a. しかし本当に今の若者たちはマジ卍
だ。
 （http://sunfre.net/2018/04/25/
majimanjinotukaikata/）
 b. （コンビニで販売されるコラボス
イーツについて）マジ卍なスイーツ
の動きにも注目したい。
　（https://blogs.mbc.co.jp/ 
smile/3614）
（９）の事実から鑑みるに、「マジ卍」は形容詞
ではなく形容動詞としてのステータスを保持し
ているとみなすのが妥当であろう。このことは、
形容動詞の終止形活用語尾に接続する以下の例
の方が、先に挙げた（７）の例よりもはるかに
自然であるという、日本人女子大生インフォー
マントの意見からも説明される。
　（10）  （友達と久しぶりに再会して遊んだ時
の感想として）マジ卍だったわ～！
 （cf.（７））
　以上をまとめると、「やばい」は主に形容詞
的ふるまいをみせるのに対し、「マジ卍」は主
に形容動詞的ふるまいをみせることが明らかに
なった。ただしあくまでも、両表現はそれぞれ
形容詞・形容動詞としての用法を有しているだ
けであり、各々の品詞を形容詞または形容動詞
と断定するにはさらなる精査が必要である。そ
の理由として、両表現は感動詞としての側面も
持つことが挙げられる。両表現をそれぞれ形容
詞・形容動詞と断定するならば、他品詞との決
定的な違いを明示する必要がある。したがって
ここでは、「やばい」は形容詞的用法、「マジ卍」
は形容動詞的用法を有していると述べるにとど
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めておく。
3．「マジ卍」と「やばい」の用法
3.1.　「やばい」の用法（洞澤・岩田（2009））
3.1.1.　導入
　本節では、「やばい」に関する先行研究を概
観し、「マジ卍」との共通点および相違点を探
るきっかけにする。これまで述べられてきたよ
うに、「やばい」は、本来的には否定的評価を
表す形容詞であるが、肯定的評価をも表す用法
が、特に若者ことばとして浸透している（今野
（2015）他）。
（11） a. 授業サボっちゃって、今度の試験、
やばいよ。
 b. （第１回 World Baseball Classic で
日本が優勝した際のイチロー選手の
インタビュー）こんなすばらしい仲
間に出会えて、やばいっすね。
 （武内（2007:1）、下線部は筆者による追記）
本来的には（11a）のように、焦りや動揺といっ
た否定的感情を表すのが「やばい」の一般的用
法であった。しかし近年では、（11b）のよう
に肯定的な感情を表出するときの手段としても、
「やばい」を用いることができる。実際、若者
ことばとしての「やばい」の語義として、大辞
林第三版 Weblio 辞書・百科事典は、「若者言
葉では「格好良い」を意味する肯定的な文脈か
ら、「困った」を意味する否定的文脈まで、広
く感嘆詞的に用いられる」と定義している。
　この、形容詞「やばい」に関しては、今まで
に広範な研究が行われている（武内（2007）、
佐野（2012）、今野（2015, 2017）等）。なかでも、
「やばい」に関する統計データをもとに、当該
表現の叙述的用法、独立語的用法、副詞的用法
を提示した洞澤・岩田（2009）の分析は示唆的
である。以降の議論では、洞澤・岩田（2009）
が提案する「やばい」の３用法を簡単に概観し、
それらの用法が「マジ卍」にも存在するか否か
を検証する。
3.1.2.　「やばい」の叙述的用法
　まずは、否定的解釈を得る叙述的用法につい
て概観する。（12）の「やばい」は、出来事の
状況をネガティヴに評価する属性形容詞として
用いられている。
（12） a. （ピンチだったり、どうしようもな
いときに）
 　A:  レポート忘れてた！！明日まで
だよ～。
 　B:  それ、ヤバイって。
 （洞澤・岩田（2009:43））
 b. （友達の様子が辛そうな場合）ちょっ
と顔色ヤバイよ。大丈夫？
 （=（3b））
（12a）の会話では、友人 A がレポートの提出
締切日を忘れて不都合な状況にあることに対し
て、話者 B が個人的見解を述べるために「や
ばい」を用いている。（12b）も同様に、友人
の顔色が悪いことに対する懸念を述べるために
「やばい」が否定的に用いられている。
　一方、肯定的な意味で用いられている属性形
容詞「やばい」も多く存在する。
（13） a. （試合で活躍できた時）１試合で５
得点も入れるなんて私やばいかも。
 b. （買い物をしている時、友だちの独
り言として「すごくかわいい」の意
味で）このワンピースやばいよね。
 （洞澤・岩田（2009:46）、
 下線部は筆者による文言の変更）
（13a）は、自身の活躍を高く評価するために「や
ばい」が用いられている。（13b）も、眼前に
ある服に高評価を与えるという意図で「やばい」
が用いられている。
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3.1.3.　「やばい」の独立語的用法
　次に「やばい」の独立語的用法を概観する。
この用法は、叙述的用法が独立語的に用いられ
る例であり、感動詞として文中で機能する。
（14） a. （朝寝坊して、バイトに間に合いそ
うもないある朝、目覚ましを見たと
たん） やばい、セットしてたのに！
 b. （車を運転していて）やべー、ぶつ
かるとこだった。
 （洞澤・岩田（2009:47））
上記の２例は、好ましくない状況に対して、話
者の否定的感情を「やばい」もしくは連母音融
合「やべー」によって表している。洞澤・岩田
によると、これらは、ある出来事に対する話者
の感情表現としては叙述的用法と同じであるが、
発見的出来事に対する話者の瞬間的な否定的感
情の表現であるという点で、属性形容詞の側面
が薄れ、感情形容詞としての側面が強くなると
述べている。
　この独立語的用法にも肯定的解釈を得る例が
存在する。
（15） a. （格好いい人をみたとき）やばい、
あの人かっこいい。
 b. （ツーリングをしていて、夕方の海
がとてもきれいだったとき）
  A:  ねー、あれ見て！ヤバイ、めっ
ちゃきれい！
  B:  うわあ、すっごいきれい。マジ
でヤバイねー。
 （洞澤・岩田（2009:48））
（15）における「やばい」は、（14）の例とは対
照的に、ある出来事に対して肯定的な心的態度
を示すために用いられている。「やばい」の独
立語的用法は、それが否定的であれ肯定的であ
れ、話者の感情の瞬間的発露として用いられて
おり、ゆえに感動詞として機能しているといえ
る。
3.1.4.　「やばい」の副詞的用法
　最後に、程度を強調する副詞として文中で機
能する、「やばい」の副詞的用法を概観する。
（16） a. （新しくとった授業の感想を聞かれ
たとき）やばいくらい難しかった。
 b. （怒っているときに）やばいうざい。
 （洞澤・岩田（2009:50））
否定的解釈を得る「やばい」の副詞的用法は、
（16a）のように、その多くが「やばいくらい」
や「やばいほど」という形式をとる。また（16b）
では、「やばく」とは活用せずに、直接他の用
言を修飾する拡張用法として、「やばい」が用
いられている。
　そして他の用法と同様に、副詞的用法にも肯
定的解釈を得る例が存在する。
（17） a. （何か目立っていたり、すごかった
りする物などに使う）この車ヤバイ
くらいかっこいい。
 b. （かわいいものを見たときに）あれ
やばいかわいい。
 c. （友達とケーキを食べに行って、お
いしいと表現するように）ヤバう
まっ。
 （洞澤・岩田（2009:51））
否定的解釈を得る副詞的用法「やばい」と同様、
肯定的解釈を得る場合も「やばいくらい」といっ
た形式をとり、後続する用言の程度を強調する。
また、（17b）も（16b）と同様に、「やばい」
が活用しないで後続の用言を修飾している。さ
らに（17c）では、終止形活用語尾「い」の支
えなしに用言「うまっ（うまい）」を修飾して
いる。このように、「やばい」は文中で程度副
詞として機能する。
3.2.　「マジ卍」の用法
3.2.1.　導入
　続いて、洞澤・岩田（2009）が提案した「や
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ばい」の３用法と照らし合わせる形で、「マジ卍」
のふるまいを検証する。なお、3.1.3.「やばい」
の独立語的用法で述べたように、洞澤・岩田は
属性形容詞と感情形容詞に言及している。そこ
で本節では、否定的解釈・肯定的解釈という分
類基準以外に、属性形容詞・感情形容詞という
分類法も視野に入れながら「マジ卍」の用例を
考察する。
　なお、「やばい」は形容詞的ふるまいをみせ
るのに対し、「マジ卍」は形容動詞的ふるまい
をみせることを２節の分析で明らかにした。こ
のことから、両表現を並行的に比較検証するこ
と自体に疑問を抱く人もいるかもしれない。し
かし、本論で議論しているのはあくまでも用法
であるので、ここでは両表現を同列に扱うこと
にする。
3.2.2.　叙述的用法
　まずは、属性について述べる「マジ卍」の叙
述的用法について検証する。
（18） a. テストマジ卍だわ ...。 （ 否 定「 厳
しい」）
 （http://www.biborock.com/entry/ 
new-word-used-by-japanese-young- 
girls）
 b. （大食いの友達がケーキをホールで
食べようとしているとき）おまえ、
マジ卍だわ～！（肯定「すごい」）
村上（2013）によると、「厳しい」と「すごい（凄
い）」は属性形容詞に分類される。（18a）のよ
うに、試験が翌日に迫っているにもかかわらず
勉強が進んでいないという否定的状況について、
「厳しい」の代替表現として「マジ卍」を用い
ることができる。また（18b）のように、友人
の健啖家ぶりに驚いたという状況で、肯定的評
価として「マジ卍」を用いることができる。
　続いて、感情形容詞的にふるまう「マジ卍」
の叙述的用法の例をみてみよう。
（19） a. A:  ねぇ、となりのクラスの〇〇く
んって顔が怖いよね！
  B:  あの人の顔って、マジ卍って感
じだね。 （否定「怖い」）
  A:  うん。確かに、マジ卍って感じ
がするよ。（否定「怖い」）
 （https://kotoba-map.com/1700. 
html）
 b. 遂に彼女が出来た！卍だわ！！ 
（肯定「嬉しい」）
  （https://workfreelife.net/
archives/932）
村上（2013）は、「怖い」と「嬉しい」は感情
形容詞に属するとしている。（19）の例文にお
ける「（マジ）卍」は、これらの代替表現とし
て用いることが可能であり、したがって意味機
能的には感情形容詞と同類であると考えられる。
3.2.3.　独立語的用法
　次に「マジ卍」の独立語的用法について考察
する。洞澤・岩田（2009:48）が述べているよ
うに、独立語的用法における「やばい」は属性
面よりも感情面が強くなる。これは「マジ卍」
も同様である。したがって本稿では、独立語的
用法の「マジ卍」は感情形容詞としての用法に
限定して検証する。
（20） a. 雨に濡れた。マジ卍。 （ 否 定「 悲
しい」）
  （https://snsdays.com/other/
majimanji-use-yomikata/#i-4）
 b. ステーキ美味しすぎ！マジ卍！
  （肯定「嬉しい」） （＝（2a））
（20）の例は、助動詞等の語尾に接続すること
なく、独立語としての役割を担っている。これ
らの「マジ卍」は、「悲しい」や「嬉しい」といっ
た感情の瞬間的発露として用いられており、ゆ
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えに独立語的用法とみなすことができる。
3.2.4.　副詞的用法
　最後に「マジ卍」の副詞的用法を考察したい
ところだが、以下の「やばい」との比較から明
らかなように、当該表現に副詞的用法は存在し
ない。
（21） a. ｛* 卍／やばい｝くらい難しかった。
 （否定）
 b. この車、｛* 卍／やばい｝くらいかっ
こいい。 （肯定）
 c. ｛* 卍／やばい｝うざい。 （否定）
 d. あの人｛* 卍／やばい｝キレイ。
 （肯定）
（21a, b）は、程度を表す副助詞「くらい」が
後続している例であるが、その解釈が否定的で
あれ肯定的であれ、「やばいくらい」は可能で
あるのに対し「卍くらい」は容認されない。ま
た、（21c, d）の「やばい」は、「やばく」とは
活用せず、「うざい」や「キレイ」といった用
言を直接修飾している拡張用法である。この場
合も「卍」との相性は悪い。以降の議論で詳述
するが、（21）にみられるような副詞的用法に
おける「やばい」と「卍」の文法性の差は、各々
の表現が言語としての意味を保持しているか否
かに還元される。つまり、「卍」は言語として
のステータスが確立していないがゆえ、その意
味が明確でないのに対し、「やばい」は英語の
程度副詞 very のように、強調副詞としての役
割を担うという立場を確立していることが、
（21）の文法性に反映される。
3.3.　「やばい」と「マジ卍」の用法まとめ
　以上、洞澤・岩田（2009）が提案した「やば
い」の３用法を、「マジ卍」に照らし合わせる
ことで、当該表現の文法的ふるまいを検証して
きた。その結果明らかになったことは、「マジ卍」
には述語的用法および独立語的用法はあるが、
副詞的用法は存在しないということである。ま
た、述語的用法と独立語的用法においては、「や
ばい」と同様、それぞれ否定と肯定の両解釈が
存在することもあらためて明確になった。
4．「マジ卍」の語用論的特性
　本論の最後に、「マジ卍」の談話的・語用論
的側面について、「やばい」との比較のもとに
考察する。基本的に「やばい」も「マジ卍」も、
解釈可能な前提情報が十分に提示されていない
限り、それが肯定的に用いられているのか、そ
れとも否定的な解釈を得るのかを判断すること
は困難である。
（22） a. うわっ、やばっ！
 b. うわっ！マジ卍！
（22a）の「やばっ（やばい）」は、たとえば、
美味しいものを食べた際の、感動の気持ちの瞬
間的発露と解釈することもできるし、定期テス
トで赤点をとってしまった際の悲観的感情の吐
露と捉えることもできる。（22b）の「マジ卍」
も同様である。つまり、前提となる情報がない
限り、これらが肯定的に発せられているのか、
それとも否定的に発せられているのか不明なの
である。
　しかし、「やばい」は発話の冒頭に使用する
ことができるのに対し、「マジ卍」はできない
という差が存在する。
（23） a. （格好いい人をみたとき）｛やばい／
* マジ卍｝、あの人かっこいい。
 b. A: レポート終わった？
  B: ｛やばい／ * マジ卍｝！忘れてた！
（23a）は、顔立ちの良い人に対して、見た目に
関する肯定的評価をする場面であるが、その肯
定的感情を「やばい」によって瞬間的に言語化
できるのに対し、「マジ卍」でその感情を瞬時
に表出することは容認されない。同様に（23b）
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の談話は、課題レポートの存在を忘れていた話
者 B が、焦りの感情を表出する場面であるが、
この場合も「やばい」は容認される一方、「マ
ジ卍」は容認度が著しく下がる。
　しかし、（23）における話者 B の発話の順序
を逆にすると、「マジ卍」も容認されるように
なる。
（24） a. あの人かっこいい。マジ卍！
（cf.（23a））
 b. A: レポート終わった？
  B:  忘れてた！マジ卍！
 （cf.（23b）話者 B の発話）
なぜ、独立語的用法における「やばい」と「マ
ジ卍」の間には、このような文法性の差が生じ
るのだろうか。この問題を解消する鍵となるの
が、両表現の定義である。
（25） やば・い《形》
 1. 不都合である。危険である。「－・
い事になる」
 2. のめり込みそうである。「この曲は
癖になって－・い」
 （『広辞苑７』（2018:2957））
定義１および定義２から明らかなように、現代
口語表現における「やばい」は、詳細な状況に
ついて述べることはできないものの、「良い
（GOOD）」もしくは「悪い（BAD）」という意
味成分を有している。したがって、解釈のため
に必要な情報が乏しい文脈でも、出来事や対象
が「良い」のか「悪い」のかさえ把握できれば、
当該表現が肯定的な意味で使用されているのか、
もしくは否定的なニュアンスで用いられている
のかがわかる。
　一方「卍」は元来、言語としての機能は持た
ず、「寺院」を表す記号でしかなかった。その後、
現代日本語において一言語表現として用いられ
るようになったが、「やばい」の肯定的解釈の
ように、記号としての「卍」に新たな言語的意
味が付加されたというよりは、特定の意味を持
たないまま記号から言語に変化したと考えられ
る７。したがって、「マジ卍」という表現のみ
から解釈の手がかりをつかむことはほぼ不可能
であり、適切な解釈を得ようとする際は、当該
表現よりも前に十分な前提や言語情報があるこ
とが求められる。このような理由で、聞き手に
与える推論の負担は、「やばい」より「マジ卍」
のほうが大きいといえる。
　以上を踏まえ、（23）の例を再考してみよう。
（23a）が表す状況は、往々にしてプラスである
と考えられる。そのうえで話者が「やばい」を
用いた場合、当該表現が表す意味は「良い」か
「悪い」の二者択一であるという性質から、聞
き手は当然、「良い」という意味で用いられて
いると判断することができる。一方「マジ卍」
は一言語表現ではあるものの、特定の意味を持
たないため、いかようにも解釈できる状態にあ
る。したがって、「マジ卍」がどのようなニュ
アンスで用いられているのかを把握するには、
（23a）のような状況が与えられるだけでは不十
分なのである。また、（23b）の談話は、話者
A の問いかけに対し、話者 B がマイナスの感
情を伝達しようとしている場面である。話者 B
が「やばい」を用いるのであれば、「やった！」
等の「良い」というプラスの解釈は文脈にそぐ
わず、話者 A は必然的に「まずい」という否
定的解釈で用いられていると推論するであろう。
一方の「マジ卍」の例では、話者 B の心的態
度を伝えるには、話者 A に対する推論の負担
があまりに大きく、適切な解釈が得られない。
　対照的に（24a）では、「あの人かっこいい」
という話者の肯定的な見解を、「マジ卍」の前
ですでに言語化しているので、聞き手が話者の
心的態度を推測するのは、（23a）よりもはるか
に容易である。言い換えると、容姿端麗な人が
眼前にいる状況に加えて、さらに話者が自身の
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心的態度を表明して初めて、「マジ卍」が適切
に解釈される状況が整ったといえる。（24b）
でも、「忘れてた」という発話によって話者 B
のネガティヴな心的態度が最初に示されている
ため、話者 A は談話の方向性が容易に予測で
きる。したがって、この状況での「マジ卍」は、
否定的解釈を得るものとして使っていると、聞
き手は判断できるのである。
　ここまで、「やばい」と「マジ卍」の談話的・
語用論的特性について概観した。以上の議論を
まとめると、「やばい」は、語義がある程度明
確なため、適切に解釈するために必要な情報は
それほどない。一方「マジ卍」は、「卍」自体
に言語的意味が十分に備わっているとはいえな
いので、その分聞き手の推論の負担が増える。
したがって、当該表現を解釈する際は十分な情
報を必要とする。
5.　おわりに
　本稿は、若者ことばのひとつである「マジ卍」
の文法的特性を、「やばい」と比較することで
明らかにした。「マジ卍」の主な言語的特性と
しては、（１）形容動詞もしくは感動詞として
の側面を持つ、（２）副詞的用法がない、そし
て（３）聞き手への推論の負担が大きい、以上
の３点が挙げられる。
　特に「マジ卍」の談話的・語用論的特性は、「求
められているだけの情報を提供せよ」という、
Grice の提唱した「量の公理」に違反している
ようにみえる。ただし、意味的に“カオス”な
状況にある「（マジ）卍」をあえて使用するこ
とによって生まれる語用論的効果を駆使しなが
ら、若者たちは対人関係を調整していると考え
られる。この「マジ卍」の対人関係調整機能に
ついては、本論とは別に議論したい。
注
＊　本稿は、日本英語教育英学会第39回大会
（2019年３月於桜美林大学 PFC キャンパ
ス）にて、「「マジ卍」について―「やばい」
との比較―」のタイトルで行った口頭発表、
および International Cognitive Linguistics 
Conference 15（国際認知言語学会第15回
大会、2019年８月於関西学院大学）にて、
“The Interpersonal Function of Japanese 
Teen Slang Mazi-manzi” の タ イ ト ル で
行ったポスター発表の内容に基づいている。
各発表で有益なコメントをくださった先生
方、研究過程で多くの示唆を与えてくだ
さった石川創氏、英語インフォーマントと
してご協力いただいた Taron Plaza 氏、日
本語例文の容認度判断にインフォーマント
として協力していただいた学生の方々に深
く感謝申し上げる。言うまでもなく、本稿
「マジ卍」 「やばい」
品詞 形容動詞的／感動詞的 形容詞的／感動詞的
用法
叙述的用法 ✓ ✓
独立語的用法 ✓ ✓
副詞的用法 × ✓
談話的・語用論的特性
適切に解釈するために、
十分な情報を必要とする。
適切な解釈に必要な情報は
それほどない。
「マジ卍」と「やばい」の文法的特性の比較
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における誤りや不備はすべて筆者の責任に
よるものである。
１　「マジ卍」はフジテレビの「めざましテレビ」
において、2016年女子高生流行語大賞を獲
得した。さらに、女子中高生向けのマーケ
テ ィ ン グ 支 援 を 手 が け る 株 式 会 社
Appreciation Modesty Fullpower（AMF）
によるトレンドリサーチにおいて、2017年
JC・JK 流行語大賞のコトバ部門の４位に
入賞した。JC は女子中学生、JK は女子高
校生の略語である。ただし、日本人女子大
生インフォーマントによれば、2019年12月
現在では当該表現を使用する若者は少数で、
「マジ卍」はすでに時代遅れの表現である
と位置づけられているようである。
２　「マジ卍」に関する先行研究および例文デー
タが乏しい関係で、本論で例文として挙げ
ているものは、主に学生使用者からのデー
タおよびインターネット上で使用されてい
るデータを用いている。
３　感動詞は、感嘆詞または間投詞とも称され
るが、各表現間に明確な区別はない。した
がって本論では、該当する表現はすべて「感
動詞」に統一して議論を進める。感動詞お
よび感嘆詞の用語や定義の違いおよび変遷
については石川（2018）を参照。
４　形容詞と形容動詞を区別する学者としない
学者がいるが、形態上の違い（例：一般的
な形容詞の終止形は「い」であるのに対し、
形容動詞は「だ」などが接続する点）が明
確に存在することに注目し、本論では、こ
れらは別の品詞として扱う。
５　加えて、「マジ卍」の音韻的側面も論考す
べき問題ではあるが、本稿で詳細に踏み込
むことは控えたい。有光（2019:155）は、『「マ
ンジ」が「マジ」の強調形で「本当に」と
いう意味になっていると推測されている。』
と述べている。この提案が真であるならば、
それが言語的に何を意味しているか、そし
てどのような語用論的効果をもたらすのか
といった問題について考えなければならな
い。この点については、特に音韻論および
語用論の観点から検証する必要があるが、
機会を改めたい。
６　（7b）の容認度が“??”であるのは、この
表現自体、完全に容認されないとはいい切
れないと数名の日本人女子大生インフォー
マントが述べたことによる。インフォーマ
ントは、この表現自体を耳にしたことはな
いが、仮に話し手がこの表現を使用しても、
聞き手としてその意図は辛うじて理解でき
ると述べている。
７　この提案に関してはさらなる論証が必要に
なってくるが、「卍」という言語の定義が
あいまいなまま若年層に使用されているの
は確かな事実であるので、本稿ではこの事
実を踏まえて議論を進めることにする。
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